
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2023年12月29日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2023年12月29日～2025年1月3日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202412_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
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企業業績については、実質賃金の上昇が個人消費にプラスとみられることから、概ね
堅調とみています。米国株式相場は、大統領選挙後の新政権による政策運営を巡り変
動率が高まる可能性はありますが、景気が底堅く推移する中、堅調な企業業績を背景
に上昇するとみています。欧州株式相場は、ドイツでは景気減速が懸念されますが、
ECB（欧州中央銀行）の利下げ継続によって域内景気が緩やかに回復するとみられる
ことから、上昇するとみています。

（期間：2023年12月29日～2025年1月3日）

外国株式見通し 

マーケットの動き（2024年12月23日～2025年1月3日） 米国株価指数の推移

外国株式相場は、米国、欧州ともに上昇

米国株式市場は12月20日比、S&P500種株価指数は上昇した一方、NYダウは下落しました。
米国長期金利が高止まりし株式の相対的な割高感が強まったことに加え、年末にかけて利益確
定や持ち高調整の売りが入ったことで株価は下落しました。その後、年明け2日まで4営業日連
続で株価が下落していたこともあり自律反発の買いや3日発表の12月の米国ISM（製造業景況
感指数）が市場予想を上回り景気の底堅さを示したことで株価は上昇しました。
欧州株式市場は、12月20日比で上昇しました。
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投資環境見通し（2024年12月）

14.16%

S&P500種株価指数 5,942.47 0.20% ▲1.78% 7.32%

NYダウ 42,732.13 ▲0.25% ▲4.41% 8.71%
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